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r
1ト

古
一
世

ベ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て
・
怪
沼
搭
士
松
岡
孝
児

商
業
生
産
説
の
諸
性
格
:
・
:
・
・
・
・
・
:
・
:
経
済
準
士
松
井
清

デ
ィ

l
チ

ェ

ル

公

債

論

の

愛

展

・

'

極

海

準

士

島

恭

彦

持

山

特

伺

仙

産
物
方
に
つ
い
て
:

海
外
移
住
民
考

ワ
l
ル
の
農
業
経
営
集
約
度
概
念
日
一

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

:
・
議
川
県
博
士
本
庄
楽
治
郎

空
主
主
青
盛
和
雄

副

5
2
Z
小

泉
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海
外
移
住
民
考

青

盛

平日

ま在

序
言

1
移
民
問
題

移
住
は
民
族
歴
史
へ
の
古
く
し
て
新
し
き
課
題
で
あ
り
、
季

節
的
怒
る
渡
り
鳥
の
一
圏
に
も
似
て
繰
返
し
反
覆
さ
れ
乍
ら
も

治
斯
る
自
然
現
象
と
峻
別
さ
る
べ
き
枇
舎
人
の
移
動
で
あ
る
つ

故
に
移
住
現
象
は
其
人
毎
に
狗
創
的
で
他
か
ら
其
原
因
を
珠
測

一
旦
移
住
友
る
新
捌
口
が
展
開
さ
れ
た
以
上
忽
ち

熱
病
的
体
掃
と
育
民
的
模
倣
と
を
惹
起
し
、
移
住
に
強
弱
の
皮

し
難
い
が
、

.陪

第
四
十
一
巻

一一一一一

一
一一

第

披



海

外

移

住

民

考

を
生
ぜ
し
客
観
的
諸
僚
件
を
研
究
す
る
地
盤
を
見
出
し
得
る
。

拡
廿
世
紀
初
頭
の
日
本
海
外
移
住
民
は
旺
盛
な
る
消
長
と
共

に
之
が
諸
考
察
を
作
ひ
し
も
、
徒
ら
に
時
論
と
外
図
紹
介
に
念

た
る
徐
り
、
移
民
の
出
禁
貼
に
於
け
る
背
景
事
情
は
明
瞭
で
友

〈
、
夙
に
論
及
さ
れ
た
る
移
住
の
原
因
影
響
を
探
究
せ
ん
と
す

る
枇
合
科
接
的
宿
望
は
未
だ
途
げ
ら
る
L

に
至
ら
や
、

従
っ
て

ト
E
l
X巨
ヒ
〉
皇
室
い
こ
主
人
弘
ト
佐
官
E
5
さ
F
:年
1
〉ロド
J

ク
司
r，d
「

H
H
U
A
J

で
hv
寸叶/一

y
-
'
t
ξ
v
t
斗
L
U
Aノ
J
O
弓
ノ
母
/
，

J

J
一
フ
叩
院

1
〈

+
4
L
I
ι
f

・ψ
t

辱
と
を
如
何
に
鰯
縫
せ
ん
と
す
る
か
。
大
陸
へ
の
武
装
植
民
的

移
民
は
論
外
と
し
、
認
に
問
題
提
示
を
試
み
る
太
洋
を
越
え
行

く
年
K

の
移
民
と
彼
岸
の
同
胞
と
に
針
し
、
世
人
に
充
分
左
る

認
識
の
根
城
あ
り
や
疑
は
し
く
、
救
て
日
本
人
口
問
題
の
一
徴

表
と
し
て
海
外
移
住
を
採
る
所
以
。

上
越
の
目
的
に
副
ひ
如
何
た
る
研
究
方
法
の
適
用
も
詩
意
に

倹
っ
と
は
雌
も
、
人
口
論
が
統
計
的
研
究
の
好
劃
象
た
る
は
疑

を
容
れ
や
、
き
れ
ば
人
口
動
態
に
於
け
る
よ
り
枇
合
的
な
る
移

住
統
計
の
解
説
は
別
論
に
譲
り
、

A
1
は
軍
在
る
資
料
の
絞
漣
的

解
析
的
利
用
に
止
る
。
街
従
来
移
民
の
本
製
統
計
存
せ
や
複
製

統
計
を
利
用
す
る
以
上
、
移
民
の
集
中
制
に
輩
出
す
る
背
景
を

窺
，ふ

に:

は:
統
計
士也
理
法5，
に一
線三
るニ
を
f更
~ 

.!L 

と
し
7ζ 

第
四
十
一
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斯
く
て
、
我
岡
氏
の
園
際
移
動
を
貫
け
る
経
済
的
な
る
一
面

を
抽
出
す
る
は
、
人
口
統
計
内
に
於
け
る
従
来
の
自
然
的
生
物

思
ナ
的
な
行
き
方
か
ら
、
枇
合
的
経
済
摩
的
考
へ
方
を
-
暗
示
し
、

併
せ
て
過
去
の
人
日
中
心
の
統
計
よ
り
経
滑
統
計
へ
の
一
枇
舎
的

以
て
諸
批
判
の
資
た
ら
ん
を
期
す
る
故

闘
心
の
推
移
を
辿
り
、

で
正
る

移

民

計

続

島
園
の
海
外
出
入
者
は
旋
券
に
依
て
調
査
容
易
た
り
ム
」
ぜ
ら

れ
、
殊
に
大
和
民
族
は
穂
族
的
に
識
別
せ
ら
れ
岡
籍
所
属
も
明

瞭
な
れ
ば
、
海
の
生
命
線
を
越
え
て
の
移
住
は
比
較
的
確
貨
に

把
握
し
得
ら
れ
る
害
、
之
を
移
民
保
護
法
第
一
僚
に
依
れ
ば
d

「
帥
労
働
に
従
事
す
る
の
目
的
伝
以
て
清
韓
雨
園
以
外
の
外
国
に
渡
航
す

る
者
、
及
び
其
家
族
に
し
て
之
と
同
行
し
又
は
某
所
在
地
に
渡
航
す
る

者
」
を
移
民
と
銭
せ
る
も
、
恐
ら
く
渡
航
目
的
に
て
始
め
奴
妹
、

傭
、
出
稼
と
記
載
さ
れ
し
者
が
後
に
移
民
と
し
て
集
計
さ
る
ミ

に
至
り
、
今
日
の
移
住
教
養
所
牧
容
者
統
計
に
及
ぶ
。
其
他
在

風早八十二氏淳 G.Tarde L模倣の法):1'1'参照
大河平隆光著L 日本移民論守明治38年
E. _Grunrel<t.， Die Japanlsche Auswanderung， 1913 
枇曾政策事舎編L移民問題『明治何年 42頁
G. v. Mayr. Slatl副ikund-GeseJlschaftslehre. Bani ll. SS. 565-643 
F. Zir.ek. Grundriss der St. zweiter Teil SS. :~60-.-2:ì' 9 ・
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外
本
邦
人
岡
勢
調
査
、
海
外
在
留
本
邦
人
械
業
別
人
口
の
如
き

静
態
調
査
る
る
も
出
生
地
の
標
識
を
依
ぐ
放
に
、
移
民
の
内
地

に
於
け
る
地
理
的
分
布
を
知
る
に
は
地
方
官
鵬
別
渡
航
許
可
員

敢
に
最
初
の
目
安
を
首
く
外
は
な
い
。
之
に
は
旗
朱
を
妥
し
な

い
支
那
大
陸
方
面
へ
の
移
民
は
含
ま
れ
や
、
議
領
沿
海
洲
へ
の

漁
業
的
燕
移
民
を
附
加
し
て
ゐ
る
。
逆
に
蹄
園
移
民
は
草
た
る

蔵
行
者
と
腕
住
者
並
び
に
外
国
間
生
内
地
人
を
匝
別
し
得
友
い

し
、
更
に
蹄
郷
府
麻
別
は
示
さ
れ
や
ヘ
依
て
園
勢
調
査
K
於
付

3
内
地
人
外
岡
山
生
者

-r一
法
準
に
川
何
な
る
地
域
f
h

帰
国
ゆ
え

多
き
か
を
考
察
す
。

次
に
在
外
同
胞
は
移
民
と
共
他
の
者
を
包

合
し
自
然
的
人
口
交
替
〈
出
生
死
亡
)
と
枇
舎
的
人
口
往
来
の
結

果
で
る
る
が
、
海
外
移
住
の
園
際
的
自
由
存
し
渡
航
旺
盛
友
り

し
時
代
に
は
共
間
の
渡
航
者
と
在
留
同
胞
と
の
同
質
肋
よ
り
見

る
も
在
外
者
数
を
以
て
移
出
民
の
地
域
的
分
布
と
見
倣
し
得
。

猶
移
民
の
多
少
は
共
絶
叫
割
数
と
共
に
其
を
基
準
と
成
し
て
営
該

地
域
人
口
と
の
比
例
を
問
ふ
ぺ
く
、
各
村
別
資
料
と
し
て
本
籍

人
口
を
共
通
分
母
に
在
外
圃
者
の
割
合
を
求
め
て
海
外
移
民
寧

と
し
た
。
我
同
の
一
人
口
動
態
資
料
と
し
て
の
戸
籍
の
貢
献
は
又

海

外

移

住

民

考

静
態
調
杏
一
た
る
徴
兵
検
賓
結
果
の
利
用
と
相
侯
ち
誇
示
す
る
に

足
る
。
郎
ち
在
外
園
を
理
由
と
す
る
徴
集
延
期
者
数
は
全
批
丁

と
の
比
に
於
て
満
二
十
歳
者
の
在
外
率
を
一
示
し
府
牒
別
移
民
並

び
に
第
二
世
同
胞
を
推
測
せ
し
む
る
に
充
分
正
確
に
し
て
比
較

油
性
を
有
ず

3

以
上
の
諸
統
計
根
源
よ
り
庚
島
燃
安
佐
郡
、
沖
縄
、
山
口
、

熊
本
の
諸
燃
を
海
外
移
民
地
域
と
し
て
抽
出
せ
り
0
1

以
下
本
研

究
は
成
島
将
安
佐
郡
の
各
村
別
移
民
率
の
比
較
に
這
入
る
の
で

あ
る
灯
、
断
る
旧
鋼
所
竹
間
判
定
の
前
能
と
し
て
如
何
紅
お
時
期
佐

選
ぶ
べ
き
か
に
就
て
は
庚
島
勝
各
年
の
移
民
及
び
外
圏
在
留
同

胞
数
を
比
較
考
量
し
た
。
共
際
一
時
的
出
稼
者
の
蹄
闘
に
基
づ

く
交
替
期
聞
を
数
年
と
見
て
明
治
四
十
年
大
正
元
年
四
年
九
年

の
本
籍
人
口
に
於
け
る
海
外
移
民
事
?
の
多
少
に
依
り
順
位
決
定

を
潟
し
、
更
に
昭
和
四
年
乃
至
八
年
の
五
ヶ
年
聞
に
於
け
る
批

了
在
外
率
を
添
へ
て
、
比
較
的
長
年
月
に
亙
っ
て
地
域
的
に
安

定
せ
る
統
計
地
理
系
列
を
得
た
り
。
(
第
一
表
参
照
)

之
を
地
理
的
に
眺
む
る
に
太
問
川
の
下
流
を
中
心
と
し
て
個

人
性
の
護
践
を
見
た
る
移
民
村
集
中
し
、
湖
り
て
山
奥
高
地
へ
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一
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外

移

住

民

考

赴
く
に
従
ひ
「
土
に
生
れ
て
土
に
死
す
る
」
所
詞
る
一
位
合
淘
汰
作

用
不
充
分
友
る
移
民
少
き
村
に
達
す
、
そ
を
簡
略
に
土
着
村
と
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よ

h
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h
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(可
部
・
三
篠
の

岡
町
は
商
業
都
合
と
し
て
除
外
し
、
二
十
五
ケ
村
を
移
民
率
に
依
h
一
九
区
隔

に
分
類
す
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蓋
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般
と
し
て
は
更
に
植
民
活
動
並
び
に
都
市

へ
の
人
口
集
中
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包
含
す
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圏
内
移
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を
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品

hhJyptg
阿
世
「
4
A草
寺
相
刊
に
銭
州
川
ん
な
一
喝
川
市
占
」

十
、
今
は
時
常
該
地
域
の
本
籍
人
口
中
自

図村
人外
口p、寄
、き腎
gpャtz:
ち決
海定
外的
移過
イ主 4ミ

!'¥;を
を占
tJ、む
てる
A 1"E 
口外

の
枇
情
目
的
移
動
一
般
を
計
る
悲
準
と
偽
す

に
止
め
、
植
民
投
ぴ
に
内
地
人
鯨
外
移
動

と
の
閥
係
は
他
日
に
譲
る
も
、
猶
失
の
移

住
背
景
の
伏
線
た
り
且
必
然
的
に
影
響
と

相
結
ぶ
海
外
移
住
友
る
導
火
線
は
、
統
計

試
験
法
と
し
℃
の
統
計
地
理
法
の
優
越
を

誇
す
る
一
例
を
供
し
得
る
で
あ
ら
う
や

(註

-
v

明
治
四
十
年
康
鳥
山
師
年
報
五

五
頁
安
供
郡
木
籍
人
口
八

明治30午{'i;の康島豚海外波航者と在留民費支の男女比例1Iよ等し¥8: 2でゐワi:。
兵役法第四十二傑、陸軍省徴兵事務摘要参照。
昭和7年度廉島勝安佐郡批了の在外寧は '72.・5~前年度延期者を含û'在外率は
619 ・ 39~ にして沖縄膝の543・ 26~五を凌駕せ b。
上掲ι移民問題， 50頁財部教授議。
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七
、
三
O
入
人
中
他
出
入
良
一
四
、
二
三
八
人
一
臭
仁
其
内
課
は
在
外

圃
七
、
七
七
一
人
他
市
町
村
へ
出
寄
留
五
、
八
九
O
人
等
な
り
以
て

移
民
は
移
住
一
般
を
代
表
し
得
ん
。

移

景

一
般
に
海
外
移
住
の
要
凶
は
母
園
と
移
入
民
聞
と
の
経
済
事

情
聞
の
差
異
に
蹄
せ
ら
れ
、
移
住
の
経
済
的
意
義
を
混
ふ
必
要

は
等
し
く
製
者
の
強
調
す
る
所
で
あ
る
が
、
移
民
統
計
自
慨
に

イ主:

背

立
き
て
ま
事
仁
ノ
人
1
内
野

uu

長
代
重
克
ミ
一

1
、

l
u
z
-
d
J
J
J
I
J
J
r
一
一
言

Y
a
l
-
-
H
正
オ

Eζ
相
手
日
明
刊
吋
コ

l
J
1
一

1
官
fb

賦
カ
如
何
は
兎
も
角
ム
」

L
て
ゆ
少
く
と
も
移
白
勢
止
た
き
限

p
u

第=表廉島勝移民と米牧穫高
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摘
要

庫
周
烏
豚
統
計
書
に
よ
る
。
安
佐
郡
の
み
沿
川
地
域
な
り
。

海

外

移

住

民

考

第三表

ι尽ヂ!安佐|安
移
民
の
出
身
郷
土
人
口
の
窮
迫
と
共
へ
の
反
臨
を
促
せ
る
諸
事

情
が
街
動
と
た
る
を
否
定
す
る
能
は
や
。
さ
れ
ば
上
旬
よ
き
生

活
へ
の
憧
僚
を
切
賞
左
ら
し
め
、
生
れ
故
郷
へ
の
愛
着
を
絶
た

し
め
た
る
基
本
的
動
因
は
、
移
住
者
自
身
の
不
知
不
識
に
拘
ら

や
究
党
ず
る
所
、
各
自
の
経
済
生
活
欣
態
に
叉
嘗
設
地
域
の
一
位

九
百
人
口
問
題
に
求
め
ら
る
ぺ
く
、
之
を
消
革
的
地
理
的
背
景
に

投
影
し
て
見
る
所
以
で
る
る
。
普
通
に
移
民
の
年
々
の
増
減
b
t

出
生
死
亡
の
算
術
差
に
基
く
所
滑
る
人
口
自
然
楠
加
と
剥
北
ぜ

し
め
、
ヌ
は
斯
る
出
生
超
過
を
産
児
制
限
に
依
て
発
れ
以
て
姐

2o日

fJ27 
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476 

525 

960 

4.97 
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第
四
十
一
巻

剰
人
口
針
策
成
れ
り
と
す
る
が
如
き
、
移

佐
原
因
追
求
の
立
揚
に
於
℃
は
無
意
味
で

あ
る
。
往
住
来
住
の
差
を
以
て
直
ち
に
移

住
の
人
口
問
題
へ
の
影
響
を
計
る
も
同
然
。

先
づ
我
岡
移
民
の
歴
史
的
概
視
は
移
住

原
因
考
察
の
標
準
と
成
る
。
即
ち
明
治
維

新
の
葱
明
は
西
海
泊
岸
の
先
質
的
漁
民
を

南
洋
布
唾
諸
島
方
面
へ
躍
り
、
十
九
世
紀

末
葉
の
布
庄
官
約
移
民
時
代
は
二
十
世
紀

五

第

競

一一一一五
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海

外

移

住

民

考

第
四
十
一
巻

初
頭
の
北
米
自
市
町
軍
濁
渡
航
に
輔
換
し
、

旺
盛
な
る
移
住
は

最
近
の
南
米
移
民
へ
の
縛
向
も
差
別
的
制
限
を
受
く
る
に
至
る
。

斯
る
推
移
は
一
肱
闘
外
の
移
民
制
限
政
策
に
左
十
相
さ
れ
た
と
見

る
も
狛
共
聞
に
行
は
れ
た
移
住
の
衝
動
原
因
の
愛
生
を
妨
げ
十
、

印
ち
明
治
三
十
年
代
の
成
島
綜
移
民
の
時
系
列
の
背
後
に
潜
む

も
の
は
夏
季
降
水
量
(
特
に
一
-
一
十
八

年
の
洪
九
)
と
米
穀
収
穫
高
、
戦
争

九
O
七
年
紳
士
協
約
に
終
謁
し
、
之
に
績
け
る
大
正
初
期
の
妻

子
呼
寄
渡
航
も
遂
に
華
府
前
総
僚
約
、
聞
東
大
震
災
と
一
聯
の

脈
絡
を
保
っ
て
一
九
二
四
年
北
米
の
東
洋
移
民
禁
止
と
な
り
、

(;&:;) 

一
瞬
一
同
3
1
4

一一剛一
4
6
8
6

山
今
埜

4
湖
一
似
印
刷
日
山
川

和作一

5
4
4
3

一
9
0
6
8
6
2

↑

7
9
5
4
6
8
 

一E
G
O
S
8
0

唱
』

9
h
ρ
hり

E
A
り
H
Q
O

R
U
S官

S
官

9
0
9
0
8仏
Z

412 79 
:!O 87 
iO 7i 
40 76 
350 80 
480 I 8'1 

20 8H 
3日。 7t.
u:~ ¥ 8B 
7G I 84: 

:)20 70 
90 74 
10 1 88 
28 ， 90 
22 74 

Os 77約

一一一一一

移住背長の人日経済諸事情一

No. 村名 1I大人I正口密9年度有農E業業者者寧中農昭E耕和地7年翠 I昭小V司f 

1 長川三原束川内 103i人 700 I 622 
2 ¥'" 111¥ 1270 ¥ 300 I 610 
3 ¥4 iti¥ 468 ¥ 6113 ¥ 420 
4 I--lfii" 1 606 1 7í~O ¥ 630 

5 中原 319 1 57"6 1 315 
6 ¥JlJ 弁木本 164 品70 I 1!)o 
7絡 454 ¥ 670 ¥ 320 
8 1/¥. ;，td 177 1 735 ¥ 13日
日日田 268 ¥ 655 ¥ 220 

10 安 I 227 加 却

11亀山 113 ¥ 806 ¥ 120 
12三人 80 I 818 I 90 
13 ¥8 i，南 [>0 ¥ 832 I 8!l 

14 落深祇 合j園111 152 I 7510 I 136 
J 5 1;tI< *¥ 220 ¥ 621 ! 20日
16 邸側 i制

li 飯狩大件小室Y林I| 113 1 793 144 18 ¥SN";O;-¥ ]11 ¥ 800 ¥ ]10 
， 9 ¥f.f/b ，，1 ¥ 95 [ 830 [ 168 
20 1* **'1 7!l 870 1 88 

21久地 87 1 760.1 65 
22 鈴用戸品 オミ 94 [ 900 ¥ 132 
23 [*;;&[ 1I7 I 72H [ 128 
241Fi ，lrl 82 1 81日 83
25 河抜山内| 107 876 1 i 120 

平均ト方粁 出 入6一8ー...J 四 ; 凶 I 'l 

第四表
摘
要

E
賂
統
計
害

W

川、

vは
昭
和
凶
年
農
業
セ
ン
サ
ス
よ
り
算
出
す
。

ー、

E
は
国
勢
調
査

一一一・
占
ノ、

第

披

ブt

E
C
租
税
事
膝
〈
地
制
千
分
の
五
五
)

左 2等
り古Z

、 立日
'1合 f可
もに
波流
動離
蓮の
動民
t亡 J¥

も拍
似 J/!
て 18)と

人
口
座
力
の
隙
聞
を
行
か
し
め
た

か
其
歴
然
た
る
詮
跡
を
想
起
さ
れ

た
し
。
天
品
現
地
同
時
の
封
建
的
農
業

に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
又
資
本
主
義

化
に
件
ふ
農
業
恐
慌
と
し
て
現
出

す
る
時
等
し
く
人
口
流
動
の
淵
源

た
り
得
る
で
あ
ら
う
。

我
々
は
上
蓮
の
移
住
背
景
の
動

的
観
察
よ
り
特
じ
て
移
民
輩
出
地

川内貞雄氏口回村史昭和S年836頁災鮮史洪水言Ut織を見」。
w. Monchneisler a. a.り.S伽 7'
F. Schwarz. Sintf1uth 'u. Vojlkerwanderungen， ISC!4泊

G. v. Mayr， a. ll.. O. S・565.
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の
静
的
捕
骨
骨
に
移
る
。
太
洋
を
離
れ
た
内
海
の
島
々
は
八
幡
般

に
も
知
ら
る
L

海
事
思
惣
の
温
床
で
あ
り
、
明
治
時
代
「
兵
隊

に
行
か
や
ん
ぽ
米
国
へ
行
け
」
と
叫
ぱ
し
め
た
地
域
、
一
芸
畑
模

糊
た
る
島
山
は
絶
頂
ま
で
耕
作
さ
れ
し
全
国
一
の
過
少
農
地
域

安
轟
門
徒
の
園
を
流
る
h
川
を
遡
及
し
て
経
済
的
に
は
農
業
中

心
と
見
倣
さ
る
ぺ
き
安
佐
郡
に
到
達
し
て
、
先
づ
人
口
幹
皮
か

ら
究
明
す
る
。
営
郡
は
東
北
西
部
の
外
輪
は
山
多
く
耕
地
狭

小
・
人
家
散
在
し
、
木
凹
川
を
中
心
に
南
下
す
る
に
従
ひ
漸
〈
旧

時
間
け
地
味
艇
決
忙
し
て
人
間
も
亦
多
し

h

伺
し
主
々

K
得
あ

る
も
気
候
岨
利
に
し
て
人
身
に
溺
ふ
と
云
は
v
旬
。
斯
る
不
費
た

る
人
口
粗
密
を
各
村
別
に
求
め
明
治
末
年
来
人
口
密
度
の
順
位

に
蝿
変
動
少
き
を
知
る
。
大
正
九
年
圃
勢
調
査
結
果
に
依
り
二
十

五
農
村
は
一
方
粁
一
四
六
人
卒
均
と
友
り
次
の
農
業
者
李
と
逆

比
例
す
、
第
一
表
に
依
り
移
民
李
鵬
に
並
ぺ
ら
れ
た
る
各
村
別

統
計
系
列
第
四
表
を
比
較
し
て
突
に
結
論
争
一
筒
傑
書
に
漣
ぺ
る

作
、
人
口
密
度
は
都
市
商
工
業
化
の
度
合
に
比
例
す
。

倍
、
農
村
の
人
口
密
度
は
土
地
全
面
積
に
封
ず
る
耕
地
割
合

に
北
例
し
不
毛
地
域
の
庚
表
に
逆
比
例
す
。

海

外

移

住

民

考

は
、
移
民
率
は
上
述
二
比
例
を
考
慮
し
た
る
人
口
筏
度
と
卒

行
な
る
相
閥
関
係
に
-
あ
り
。

此
際
農
業
持
働
の
集
約
化
は
一
戸
営
り
耕
地
面
積
を
狭
少
に

し
、
多
毛
作
や
多
角
的
農
業
経
替
を
促
し
、
・
副
業
を
求
め
商
一
ム

業
へ
の
締
換
を
計
る
の
素
因
が
叉
移
住
現
象
を
も
動
か
せ
る
を

知
る
。
猶
耕
地
の
所
有
蛇
ぴ
に
耕
作
農
耕
地
面
積
成
狭
別
農
家

戸
数
を
見
る
に
五
反
未
浦
の
所
謂
る
過
少
農
が
過
宇
を
占
む
る

の
事
賞
、
更
に
明
治
米
期
以
来
多
数
の
小
作
浸
の
離
村
移
住
に

ち
旬
・

2
て
を
-
工
こ
を
二

1
宣
f

、
-
h
B
E
d
-
h
i
〉

L
k
t
h
s
E
h王

4
d
J
i
E
E
-
L
l
t
M
M
-
1
恥
引

'
b
l
f
唾
z
d
t
t
r
F
'
A〆
1
t
f
t
v
沼
「

ム
」
相
闘
せ
る
は
注
目
に
慣
す
。
出
小
作
地
窓
・
は
叉
岡
地
率
と
も
闘

係
し
畑
地
多
き
所
小
作
人
も
多
〈
、
自
作
粂
小
作
農
が
百
姓
の

過
半
数
を
占
む
る
現
欣
で
は
、
澗
逸
移
民
に
於
け
る
が
如
〈
大

農
地
所
有
が
支
配
的
に
し
て
小
作
人
多
き
庭
離
村
も
亦
多
し
と

潟
す
を
得
示
。
-
日
本
農
業
の
封
建
的
過
少
農
的
特
殊
性
は
明
治

末
年
の
小
作
農
離
村
を
自
小
作
人
の
増
加
で
補
ひ
、
副
業
を
都

舎
工
業
に
奪
は
れ
て
粂
業
よ
り
専
業
農
へ
の
愛
濯
を
示
す
と
は

雄
も
、
農
家
棉
戸
数
の
漸
減
は
特
に
小
作
農
家
に
於
て
英
一
し
。

(
自
明
治
四
十
一
年
至
昭
和
七
年
木
勝
農
業
戸
数
獲
遷
に
よ
る
)

第
凶
十
一
巻

一一一一七

七

第
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考

{
註
二
)
周
郡
の
農
業
生
産
を
語
る
に
読
楽
大
脚
商
従
っ
て
且
朝
刊
表
を

注
す
る
を
得
守
、
副
業
と
し
て
養
憲
、
養
鶏
、
多
秤
属
国
等
を
奉
「

べ
〈
、
又
季
節
的
出
稼
と
し
て
酒
男
植
木
作
を
も
併
せ
で
考
察
す
べ

き
も
今
は
唯
米
伶
農
業
者
の
海
外
移
住
背
景
ぞ
問
題
主
サ
る
の
み
。

斯
〈
て
耕
地
所
有
闘
係
よ
り
農
業
持
働
の
生
産
相
へ
史
家
の

牧
九
社
性
へ
と
粧
桝
生
活
一
般
〈
の
解
析
を
也
む
べ
き
も
、
統
計

資
料
秒
一
枝
械
に
立
論
ナ
ゐ
限
hv
、
次
の
帥
日
貨
」
物
倒
J

の
場
所

的
比
較
を
最
後
の
論
擦
と
す
る
に
止
る
他
な
し
。
帥
ち
移
住
多

き
近
傍
都
市
と
然
ら
ざ
る
地
方
都
舎
を
例
に
採
れ
ば
、
前
者
は

低
賃
銀
高
物
債
に
し
て
後
者
は
共
反
針
た
り
。

(
器
三
)
勢
貨
は
農
作
年
雇
九
月
の
日
給
、
物
償
ほ
地
産
下
等
米
一

石
債
格
下
半
期
平
均
を
探
b
、
時
は
明
治
四
十
四
年
大
正
一
万
年
二
年
、

場
所
は
康
島
央
雨
市
を
移
民
多
き
近
傍
都
市
と
し
、
稲
山
町
尾
道
市

を
移
民
少
草
地
方
都
舎
と
し
て
比
較
す
。
大
正
元
年
九
月
農
作
年
雇

男
最
低
日
給
(
但
別
三
朗
ヲ
給
Z

)
康
島
市
四

O
鎮
痛
山
町
五
王
銭
、

米
領
一
石
蛍
り
呉
市
二
二
・

C
八
困
・
尾
道
市
二

0
・
五
八
困
な
る
に

も
徴
す
ベ
し
。

放
に
低
持
貨
と
そ
は
過
剰
人
口
を
珠
想
せ
し
む
る
指
棋
で
あ

り
、
貧
窮
な
る
自
小
作
農
が
海
外
移
住
の
源
泉
で
る
る
。
勿
論

土
地
へ
の
農
奴
的
緊
縛
と
行
先
図
へ
の
放
費
、
気
候
風
土
に
於

第
四
十
一
巻

j司、

第
一
波

一一一一八

け
る
自
然
的
障
害
に
難
易
の
差
異
存
す
と
は
雄
も
、
既
遁
の
粧

済
的
地
盤
が
背
景
と
な
り
て
始
め
て
移
民
の
成
功
腕
朝
談
通
信

等
が
、
共
以
後
の
移
住
へ
の
序
曲
と
な
り
得
た
筈
で
る
る
。

以
上
の
推
論
は
筑
陀
幾
年
か
移
住
の
影
響
を
家
り
乍
ら
も
猶

原
因
と
し
て
残
存
せ
る
人
口
経
済
事
情
の
考
察
に
依
て
獲
得
廿

る
も
の
友
れ
ば
、

我
K

ば一史
K
究
の
け
卵
巣
を
参
照
献
認
す
る
必

市
立
あ
り
。

四

移

響

イ主

影

移
民
統
計
の
人
口
左
経
済
と
に
於
け
る
二
重
の
性
質
は
移
住

の
影
響
に
も
亦
現
は
る
L
所
で
あ
る
叩

先
づ
移
民
が
男
性
及
び
生
産
年
齢
者
の
多
数
な
る
人
口
組
織

を
特
徴
と
す
る
故
に
、
共
出
身
地
域
人
口
構
成
に
海
外
移
住
が

如
何
た
る
増
減
措
変
化
を
及
ぼ
せ
る
か
を
問
題
に
す
。
明
治

年
乃
至
四
十
年
の
移
民
旺
盛
時
代
〈
前
期
)
に
於
て
は
、
移
民
村

に
於
て
は
人
口
減
少
叉
は
増
加
率
停
滞
せ
る
に
反
し
、
土
着
村

に
て
は
人
日
は
僅
か
乍
ら
も
増
加
せ
り
。
(
第
五
表
参
照
)
農
村
で

は
本
籍
人
口
に
比
較
し
て
現
住
人
口
少
く
、
農
民
離
村
の
一
般

傾
向
を
示
す
も
、
今
は
海
外
移
住
が
人
口
増
減
の
鍵
を
把
持
せ

W. Monch皿 eister.a. a. O. 5. 94・Sering説を習IJIIぜか3

Zizek. a. a. 0.5. 26 I. 5. 270. 
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り
と
見
得
る
限
度
忙
於
て
往
佐
の
影
響
を
現
住
人
口
の
減
少
と

云
ふ
た
り
、
突
に
北
米
移
住
禁
止
期
聞
を
含
め
る
自
大

E
九
年

日
の
悩
み
か
、
蹄
園
者
と
共
村
の
経
済
的
議
展
が
驚
ら
せ
る
結

果
か
、
山
村
は
俄
然
圏
内
移
住
に
依
る
人
口
減
少
を
来
せ
る
か
.

至
昭
和
五
年
(
後
期
)
の
国
勢
調
査
現
在
人
口
の
比
較
に
於
て
は

人
口
静
態
の
材
料
の
み
で
は
之
以
上
の
推
断
を
許
さ
十
。

前
期
と
は
逆
に
移
民
村
は
人
口
増
加
、
土
着
村
は
既
に
減
少
傾

乙
は
移
住
遁
地
を
見
出
し
得
む
損
剰
人

向
主
明
擦
に
呈
せ
り
。

移住の人口に及ぽせる諸影響(ン，，:，:E!J年)CZ) 第五衰
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突
に
移
民
の
性
別
比
例
の
如
何
が
移
住
の
人
口
構
成
比
及
ぼ

す
影
響
を
見
る
上
に
有
用
で
あ
る
円
海
外
移
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の
男
性
超
過
を
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市
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入
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qud峰
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Q
υ
a
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77 
10 

241 。

月

tooOWAV

I
-
-
2
 

-
前
期
は
戸
籍
現
住
人
口
、
其
他
は
同
勢
調
査
よ
り
計
算
す
。
移
民
率
順
位
の
み

を
掲
げ
、
村
名
を
省
略
す
。

海

外

移

住

民

考

第
凶
十
一
巻

自
明
治
三
七
年
至
四
十
年
の
四
ヶ
年
間

を
隠
る
に
渡
航
者
在
外
勝
人
共
に
八
封

若5-4
Jlt で・
結主主
劃~"')り
や
主5
I. 
I呼
窃

児

私l

f:t 

l
w
p
h
:
:
l
l
'
f
1
j
B
 

J
d
l
カ
メ
正
初
期
杭
一
月
詐
之

ず
る
渡
航
を
見
た
所
以
で
、
大
疋
四
年

の
七
封
三
の
在
外
勝
人
男
女
比
例
は
唱

和
八
年
末
の
六
四
%
に
ま
で
緩
和
さ
れ

て
ゐ
る
。
併
れ
共
此
聞
大
正
九
年
の
各

村
女
百
に
封
ず
る
男
の
割
合
を
見
る
に

移
民
村
に
低
率
に
し
て
然
ら
ざ
る
村
に

略
ミ
男
女
均
衡
せ
る
を
知
る
。

乃
至移
三民
十の
歳年
の齢
1rt構
年成
期を
多見
きる
事に
賓こ
はい十

叫 J歳

九

第

披

一
三
九

0，_ Most.， Bevolkerungswisseロscbaft目 '9":;'S.. 8 .. 
日chonberg・・ Handbu<:ll der' P. O. E四 telrBand. ，[896 月 833-S 
von Rumelin， Die ~:evõlkerungslehre. 
K. KawakamL the ;real Japan白 eQll1estioll. 192]l. p. 258 
so-called picture bride の SanFrancisco及。 Scattle 上陸の最高を示せる
'9 '5年は安佐郡木符人口婚姻官に付離勝件数二じ人に逢せ b。
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海

外

移

住

民

考

又
出
身
人
口
に
明
瞭
に
槻
取
さ
る
。
移
民
村
に
て
男
性
の
過
少

第
四
十
一
巻

四
O 

四
O 

第

却E

住
と
脳
…
膝
し
.
(
第
六
表
参
照
)

昭
和
五
年
に
批
年
男
の
年
齢
構

は
特
に
川
十
歳
乃
至
五
十
九
歳
聞
に
著
し
く
‘
大
正
九
年
に
於

け
る
新
る
内
政
除
は
明
治
四
十
年
前
に
於
け
る
批
年
者
の
圏
外
移

成
比
較
上
に
於
け
る
増
加
は
共
求
職
振
り
を
反
映
す
。
以
上
の

性
別
年
齢
等
の
自
然
的
属
性
よ
り
更
に
枇
合
的
属
牲
と
し
て
本

移住牽に依る農村人口年齢性別構成

t I .:1: 'f ft T;'た司J至1trnilI 

lm dF¥ 

O ，)1 

ι" 2:0 i 

U 3 

竺~~J 50こl

d己 B5 I 740 

](I~ I 912 

W5 I 529 

]5 I 373 

/¥ Gl 1194 

19 706 

8リ I 516 

~m:3 4970 

!l ! 10000 
lー….，，_...!..ーーl

篇穴表

性別|年齢 l移民村 l土着

790 825 。-5 i 

6-1a 1027 1017 

14-1!J 555 477 

20-24 302 310 

男 25-39 788 839 

40，-5上n I 
736 943 

60歳以 560 591 

小計 I4市 I 5002 I 
770 814 I 

6-13: 1041 933 

14-10! 50， 432 
20-24 :188 3i3 

女門-引附 1166 

45-59 72:1 704 

1)0歳以 1:， 665 584 

計 I;;260 I 5007 

j縄計 I1仙 8

(
移
民
村
(
川
内
、
三
川
、
絡
井
、
原
、
山
本
)

附
註
一
土
着
村
(
小
河
内
、
戸
山
、
久
地
、
狩
小
川
)

F

美
作
凶
(
標
準
的
移
住
関
係
少
な
き
地
方
)

大
正
九
年
同
四
勢
調
査
府
賂
編
よ
b
殆
ど
一
蔦
人
づ
、
移
民
連
・
に
依
っ
て

抜
粋
せ
h
。
美
作
は
一
高
に
付
算
出
せ

b
。

其
差
ム
印
は
移
民
村
の
土
着
村
に
比
較
し
て
営
該
年
齢
者
の
快
除
を
意

味
す
。
美
作
と
の
比
較
は
土
着
付
で
・
6
常
国
内
移
住
め
る
を
示
す
。

摘
要

注
意

業
者
中
有
業
者
の
割
合
を
求
め
既
述
の
職
業
分

布
と
相
倹
っ
て
移
住
の
背
景
と
結
び
附
く
、
卸

ち
探
業
者
は
出
稼
の
必
m
y
k
辿
ら
る
L
失
業
者

か
沿
全
北
一
他
む
利
子
守
A

役
者
な
れ
ば
品
取
り
。

移
住
の
経
済
的
影
響
は
直
接
に
は
詮
金
叉
は

持
腕
金
額
で
計
ら
れ
、
間
接
に
は
通
商
貿
易
の

促
進
が
拳
げ
ら
る
L
も
、
他
聞
、
世
年
者
の
海
外

出
誌
は
一
闘
民
経
消
に
於
て
は
自
国
勢
働
力
と

携
出
資
本
額
と
の
無
償
な
る
喪
失
で
あ
る
。
移

民
の
毅
養
費
を
算
定
す
る
迄
も
な
く
、
共
生
産

力
に
依
存
せ
る
園
内
老
幼
者
と
超
過
せ
る
娘
子

軍
と
は
営
然
送
金
か
呼
寄
を
必
要
と
す
る
。
家

族
移
民
の
揚
合
は
送
金
は
殆
ん

E
行
は
れ
な
い

故
に
送
金
の
み
を
移
民
の
経
済
上
の
債
値
と
見

倣
す
を
得
た
い
が
、
国
際
貸
借
上
へ
の
還
金
の

英夫聴前掲書 383頁28) 



影
響
は
少
な
い
と
は
云
へ
ね
。

A
1
図
際
経
済
的
に
移
民
宇
一
見
れ

ぽ
移
民
は
弊
働
力
の
生
産
的
友
る
再
分
布
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、

国
民
経
済
の
範
園
を
同
執
す
れ
ば
、
移
民
輩
出
の
背
景
を
成
せ

る
過
剰
人
口
を
寄
人
は
決
し
で
闘
力
芳
賀
の
徴
払
と
は
見
倣
し

得
左
い
が
放
に
、
移
住
の
背
後
闘
に
針
す
る
影
響
は
岡
民
の
官

に
闘
す
る
限
り
明
か
に
損
犬
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
移
民
の
海

外
で
の
血
と
怖
に
穆
む
経
済
的
議
展
や
枇
合
的
同
化
技
ぴ
に
文

化
的
諸
影
響
等
は
要
ず
る
に
彼
等
白
身
に
克
ち
得
た
成
果
?
あ

5
0
走
F
2
f
h
捧
豆
、
町
市

?
f
t
ご
-K
ト
司
」
E
t
c
h
Z
8
:一A

一
E千
〉

4
2
4
1
J
9
L
r
a
l
l
-
b
p
F
E
t
j
1
3
1
c
r
J
I
R
F
 

如
何
を
問
は
や
、
直
ち
に
我
剛
氏
海
外
雄
飛
と
誇
示
す
る
を
得

ゃ
。
そ
は
棄
民
の
組
問
へ
の
愛
と
力
の
存
ず
る
限
り
に
し
て
、

敢
て
共
以
上
の
貢
献
を
望
む
ぺ
か
ら
ぎ
れ
ば
斯
く
言
ふ
た
り
。

35: 

車吉

P
9
2
巳
4
'
S屯

--ER|
郡日

zzm

以
上
に
於
て
海
外
移
住
民
を
巡
る
諸
問
題
を
共
同
身
背
景
に

映
寓
し
て
、
移
住
の
原
国
影
響
の
一
斑
を
投
射
闘
に
示
し
た
の

で
あ
る
が
、
人
口
鑓
柑
悶
の
全
豹
は
又
経
済
的
移
住
史
観
と
も
謂

ふ
べ
き
展
開
を
倹
っ
て
初
め
て
ト
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

体
問
現
代
世
界
交
通
の
護
逮
に
も
似
歩
、
調
税
執
は
同
際
貿
易

海

外

移

住

民

考

を
萎
縮
せ
し
め
、
人
種
聞
の
ふ
れ
高
め
ら
れ
た
る
障
壁
は
民
族

移
動
を
阻
寄
せ
る
現
献
に
於
て
、
凡
そ
如
何
友
る
移
民
政
策
が

可
能
な
り
や
共
基
準
を
見
出
す
に
苦
し
む
。
遁
身
、
既
往
の
日

け本
ら移
れよ色

は
所唯
日目

る白
人:，1:
口 白勺
の個
新別
陳的
代友
諮J る
作生
用存
を競
替争
めの
る担j与を
に 1[.
f也 方守
主主 て
ら綬

十
。
さ
れ
ば
海
外
移
住
の
岡
際
的
自
自
存
す
る
限
り
、
各
人
の

間

合
理
的
考
慮
に
基
く
凶
外
移
住
は
営
然
起
る
ぺ
き
比
較
的
経
内

3
5
h
u
t
-
-
J
U
』

巴

，

、

，
D

H
Z
h
H
-一J
I
S
迎
〈
氏
」
-Zλ

と

品
川
に
紘
山
氏
多
吉
↓
同
は
少
く

〉討

と
も
人
口
組
蜘
あ
り
と
の
組
前
役
一
立
止
す
み
椛
U
A
V
D

併
し
移

民
制
限
時
代
に
は
移
民
の
多
少
の
み
が
過
剰
人
口
の
指
綴
た
り

得
ざ
る
は
勿
論
で
あ
る
。

一
般
に
移
同
氏
多
斉
」
闘
と
雄
も
線
住
民
は
減
少
し
友
い
で
寧

ろ
増
加
す
る
を
哨
と
す
る
が
故
に
、
海
外
移
住
持
し
き
時
は
営

然
凶
富
の
消
費

U
見
倣
す
ぺ
き
事
寅
を
忘
却
せ
る
も
、
移
住
は

決
し
て
人
口
向
然
増
加
を
直
接
に
原
因
と
せ
や
、
逝
に
共
後
の

人
口
増
加
は
往
往
の
結
果
に
も
非
十
。
共
に
同
一
の
背
景
事
情

人
口
過
剰
に
師
結
さ
る
べ
し
。

さ
れ
ば
出
生
死
亡
て
ふ
自
然
的
周
流
と
匝
別
せ
ら
る
べ
き
移

第
四
十
一
巻

四

第

車E

四

ge?Tg Hansen， Drei BevoJkerungsstuJfen:， 188;). S. 388. 
E.Grtinfeld. a. a. O. S. '50. 
新遁;豊橋遺博世移民の経済的傾1直日本移民協曾報t寺第三の中。
G. .Ft. Knapp. Theorie des -B-evoikerung:'，.wt:dl:;.els. 1874・
前掲移民問題65頁
M. Henisch， Die Land日ucht，S. 31. 
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W
J
l
ル
の
農
業
経
瞥
集
約
度
概
念
に
つ
い
て

住
の
忠
義
は
、
経
済
的
動
因
に
蒸
け
る
、
よ
り
枇
合
的
た
る
階

級
嫡
流
と
観
念
す
る
に
あ
り
と
謂
へ
る
。
而
し
て
移
住
背
景
に

表
は
れ
た
る
過
剰
人
口
の
推
定
に
猫
人
口
密
度
が
基
準
た
り
、

農
民
離
村
に
は
耕
地
所
有
事
情
が
背
景
と
な
り
、
共
影
響
は
人

口
の
増
減
資
化
な
る
を
自
ら
説
明
せ
り
。
斯
く
て
人
口
増
加
と

絞
抗
判
的
抽
出
品
少
と
い
ふ
相
互
に
獅
立
せ
る
こ
運
動
の
遅
速
を
如
何

に
し
て
協
和
一
致
せ
し
ひ
る
か
佐
知
ら
寸
J

と
脈
も
、
少
く
2
3
8

人
口
過
剰
が
経
憐
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
る
限
り
、
之
が
揚
所

的
移
動
を
見
る
は
必
然
で
あ
り
、
章
一
な
る
移
民
奨
勘
高
能
論
は

不
要
に
じ
て
、
唯
移
住
可
能
の
遣
を
開
拓
す
ぺ
き
の
み
。

要
之
移
民
針
策
は
岡
兵
経
済
に
於
け
る
過
剰
人
口
左
る
病
的

症
欣
へ
の
一
治
療
策
に
過
ぎ
や
、
園
内
一
般
の
人
口
枇
舎
政
策

と
相
侯
つ
に
非
主
れ
ば
放
果
左
し
。
(
一
九
三
四
年
稿
)

Most， a. a. O. S. 75・

G. Hansen. a. a. O. S. 387・ 36) 高田博士 I階級考J216頁.
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